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親
善
と
団
結
こ
そ
、自
由
と
平
和
と
繁
栄
の
母
で
あ
る
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ジ
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宣
言
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草
案
︶

ア
ジ
ア
宣
言
（
草
案
）

　

わ
が
母
な
る
ア
ジ
ア
は
全
人
類
の
な
か
ば
以
上
を
抱
き
、
ゆ

た
か
な
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

　

し
か
る
に
ア
ジ
ア
は
永
い
封
建
の
眠
り
と
割
拠
分
離
の
た
め
、

王
侯
、
軍
閥
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
か
つ
西
欧
帝
国
主
義

の
踏
み
荒
す
ま
ま
に
ま
か
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
今
や
ア
ジ
ア
に

も
新
し
い
朝
の
太
陽
が
輝
き
は
じ
め
た
。
ア
ジ
ア
諸
民
族
は
よ

う
や
く
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。
澎
湃
と
し
て
浪
立
つ
民
族
運
動
、

独
立
の
成
果
、
ま
た
近
代
化
へ
の
行
進
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
廿

世
紀
後
半
を
か
ざ
る
壮
大
な
史
的
事
実
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

わ
れ
ら
は
こ
こ
に
時
代
の
真
に
重
大
な
こ
と
を
認
識
し
、
深

い
反
省
の
う
え
に
た
っ
て
過
去
の
歴
史
を
再
び
く
り
返
す
こ
と

な
く
何
も
の
に
も
ま
さ
る
兄
弟
愛
に
結
ば
れ
、
全
ア
ジ
ア
が
一

つ
と
な
っ
て
、
後
進
性
を
克
服
し
生
活
水
準
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
の
間
に
平
等
公
正
な
立
場
を
樹
立
す
べ
き

こ
と
を
提
唱
す
る
。

　

親
善
と
団
結
こ
そ
、
自
由
と
平
和
と
繁
栄
の
母
で
あ
る
。
わ
れ

ら
ア
ジ
ア
人
は
今
こ
そ
声
を
そ
ろ
え
、
高
ら
か
に
叫
ぼ
う
。

　
　

ア
ジ
ア
諸
民
族
間
の
親
善
を
深
め
よ
う
！　

平
等
互
恵
こ
そ

　
　

永
遠
に
切
れ
る
こ
と
な
き
団
結
の
帯
な
の
だ
か
ら
。

　
　

ア
ジ
ア
人
同
志
が
血
で
血
を
洗
う
愚
を
絶
対
に
や
め
よ
う
！

　
　

そ
れ
が
世
界
平
和
の
基
と
も
な
る
の
だ
か
ら
。
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ア
ジ
ア
侵
略
の
深
い
反
省
の
上
に
た
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の

親
善
と
団
結
を
求
め
て
、
松
本
治
一
郎
が
呼
び
か
け
て
、
ア
ジ
ア

民
族
親
善
協
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
一
九
五
二
年
一
〇
月
六
日
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
平
和
会
議
（
前
号
七
九
頁
～
八
四
頁
参
照
）
開

催
中
に
、
ア
ジ
ア
民
族
親
善
協
会
準
備
会
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

平
和
会
議
日
本
準
備
会
の
共
催
で
、
ア
ジ
ア
民
族
平
和
円
卓
会
議

が
都
内
の
小
石
川
の
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
の
席

で
ア
ジ
ア
民
族
親
善
協
会
の
設
立
案
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
て
い

る
。

　

松
本
治
一
郎
記
念
会
館
旧
蔵
資
料
に
冒
頭
の「
ア
ジ
ア
宣
言（
草

案
）」
と
「
設
立
の
趣
旨
（
草
案
）」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
設
立
の

趣
旨
と
し
て
、「
日
本
が
真
に
独
立
と
民
主
化
を
達
成
し
世
界
の

平
和
と
繁
栄
の
一
要
素
と
な
る
た
め
に
は
、
…
（
中
略
）
…
ア
ジ

ア
諸
民
族
と
の
親
善
、
友
好
関
係
を
確
保
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必

要
で
あ
る
」「
在
日
ア
ジ
ア
人
を
本
会
の
主
要
な
構
成
員
の
一
と

し
て
相
互
の
理
解
協
力
を
図
る
と
と
も
に
、
侵
さ
ず
侵
さ
れ
ず
、

平
等
互
恵
の
精
神
に
立
っ
て
広
く
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
親
善
関
係
を

深
め
る
」「
ア
ジ
ア
諸
民
族
間
の
文
化
的
経
済
的
提
携
を
固
く
し

て
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
生
活
水
準
の
向
上
を
図
り
、
文
化
を
振
興

し
、
専
制
と
隷
従
圧
迫
と
差
別
の
な
い
世
界
平
和
の
樹
立
に
貢
献

す
る
こ
と
を
期
す
る
」
等
を
掲
げ
た
。
発
起
人
に
は
、
松
本
の
ほ

か
、
西
園
寺
公
一
、
鈴
木
茂
三
郎
、
平
野
義
太
郎
、
水
谷
長
三
郎
、

内
山
完
造
、
高
良
と
み
、
清
水
幾
太
郎
、
山
田
五
十
鈴
を
は
じ
め
、

在
日
の
朝
鮮
人
、
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
ベ
ト
ナ

ム
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
タ
イ
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
呼
び
か

け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
事
務
所
は
、
東
京
都
港
区
芝
白
金
志
田
町

六
〇
番
地
の
松
本
事
務
所
に
置
か
れ
た
。

　
「
ア
ジ
ア
宣
言
」
と
同
じ
趣
旨
の
、
松
本
が
北
京
に
送
っ
た
文

書
が
、「
ア
ジ
ア
民
族
の
親
善
こ
そ
世
界
平
和
へ
の
道
」と
題
し
て
、

九
月
二
八
日
、
北
京
か
ら
放
送
さ
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
「
ア
ジ

ア
の
平
和
と
独
立
を
主
張
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、
真
の
ア
ジ
ア
解

放
が
達
成
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仕
事
こ
そ
が
ま
た
私
の

こ
れ
か
ら
の
生
涯
を
か
け
た
任
務
で
あ
る
」
と
決
意
を
語
っ
て
い

る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
平
和
会
議
の
成
功
を
う
け
て
、
中
国
政
府

は
、
そ
の
年
の
一
二
月
一
日
、
中
国
在
留
日
本
人
の
帰
国
の
援
助

を
提
案
、
中
国
側
は
紅
十
字
会
が
、
日
本
側
は
日
本
赤
十
字
社
・

日
本
中
国
友
好
協
会
・
日
本
平
和
連
絡
会
の
民
間
団
体
が
窓
口
と

な
り
、
共
同
声
明
に
調
印
し
た
。
翌
一
九
五
三
年
三
月
二
三
日
、

残
留
日
本
人
三
九
六
八
人
を
の
せ
中
国
を
初
出
航
し
て
以
来
、
四

万
人
近
い
残
留
日
本
人
が
「
興
安
丸
」「
高
砂
丸
」「
白
山
丸
」
の

三
隻
の
船
で
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

同
時
に
、
こ
の
「
興
安
丸
」
で
、
在
日
華
僑
の
帰
国
、
中
国
人

殉
難
者
の
遺
骨
の
帰
国
が
実
現
し
た
。
戦
時
中
、
多
く
の
中
国
人
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が
強
制
連
行
さ
れ
、秋
田
県
な
ど
の
鉱
山
で
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
多
く
は
過
酷
な
重
労
働
に
よ
っ
て
客
死
し
て
い
る
。
一
九
五

三
年
二
月
一
七
日
、
中
国
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
（
委
員
長
は

東
本
願
寺
の
大
谷
瑩え
い
じ
ゅ
ん潤
師
）
が
組
織
さ
れ
、
各
地
へ
お
も
む
き
調

査
、
殉
難
者
の
氏
名
を
一
人
一
人
割
り
だ
し
、
遺
骨
を
集
め
、
興

安
丸
で
前
後
一
〇
回
に
わ
け
て
三
千
柱
を
こ
え
る
遺
骨
の
帰
国
を

実
現
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
日
本
中
国
友
好

協
会
は
、
一
九
五
三
年
五
月
三
〇
・
三
一
日
、
第
三
回
全
国
大
会

を
開
き
、
初
代
会
長
に
松
本
を
選
出
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
民
族
解
放
運
動
は
、
旧
植
民
地
か
ら
の

政
治
的
独
立
を
次
々
と
達
成
し
た
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
（
一
九

四
六
～
五
四
年
）、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
～
五
三
年
）
が
始
ま
り

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
拡
大
す
る
と
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
諸
国

民
か
ら
、
平
和
と
主
権
と
独
立
を
守
り
、
帝
国
主
義
と
植
民
地
主

義
に
反
対
し
、
非
同
盟
中
立
主
義
外
交
を
掲
げ
る
連
帯
運
動
が
わ

き
起
こ
っ
た
。
一
九
五
四
年
六
月
、
中
国
の
周
恩
来
と
イ
ン
ド
の

ネ
ル
ー
両
首
相
が
締
結
し
た
「
平
和
五
原
則
」
は
、
五
五
年
四
月

の
「
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
」（
バ
ン
ド
ン
会
議
）
で
「
一

〇
原
則
」
に
発
展
、
そ
の
後
バ
ン
ド
ン
精
神
を
支
持
し
平
和
と
独

立
を
求
め
る
闘
い
は
中
東
・
ア
フ
リ
カ
に
も
広
が
っ
た
。

　

こ
の
間
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
人
民
も
「
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
平
和
会
議
」（
五
二
年
一
〇
月
、
中
国
・
北
京
）
に
続
き
、

「
第
一
回
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
」（
五
三
年
一
月
、
ビ
ル
マ
・
ラ
ン
グ

ー
ン
）、「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
」（
五
五
年
四
月
、
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
）、「
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
民
連
帯
会
議
」（
五
七

年
一
二
月
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
）、
第
一
回
全
ア
フ
リ
カ
人
民
会

議
（
五
八
年
一
二
月
、
ガ
ー
ナ
・
ア
ク
ラ
）
を
開
催
、
植
民
地
主
義

に
反
対
し
、平
和
を
擁
護
す
る
国
際
連
帯
の
き
ず
な
が
強
ま
っ
た
。

　

松
本
は
、
度
重
な
る
外
務
省
の
旅
券
交
付
拒
否
で
渡
航
を
妨
げ

ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
三
年
一
月
一
日
、
日
本
を
発
ち
、
ビ
ル

マ
・
ラ
ン
グ
ー
ン
で
の
第
一
回
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
へ
参
加
し

た
。

　

一
九
五
二
年
一
一
月
一
八
日
付
の
鈴
木
茂
三
郎
（
五
一
年
、
日

本
社
会
党
委
員
長
に
就
任
、
松
本
と
同
じ
左
派
社
会
党
）
か
ら
の

肉
筆
書
簡
は
、
第
一
回
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
に
顧
問
と
し
て
松
本

の
出
席
を
求
め
る
も
の
で
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
真
の
独
立
を
実
現

す
る
た
め
、
右
派
と
の
論
争
に
論
陣
を
は
る
よ
う
に
依
頼
す
る
内

容
。　

拝
啓　

そ
の
後
、
ご
ぶ
さ
た
し
て
居
り
ま
す
。

　

昨
日
、
総
評
の
高
野
君
か
ら
、
御
近
況
を
承
り
ま
し
た
。

　

相
変
ら
ず
、
ご
健
闘
の
お
も
む
き
、
き
ん
か
い
に
耐
え
ま
せ
ぬ
。

御
健
勝
も
、
な
に
よ
り
と
存
じ
ま
す
。

　

九
州
地
連
の
ス
ト
、
志
気
ま
す
ま
す
旺
盛
、
御
支
援
に
よ
る
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と
こ
ろ
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
っ
そ
く
で
す
が
一
月
四
日
よ
り
ラ
ン
グ
ー
ン
で
例

の
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
の
び
の
び

に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
、
英
国
労
働
党
首
ア
ト
リ
ー
氏

そ
の
他
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
、
党
と
し
て
も
、
責
任
者
た

る
私
も
出
席
す
る
よ
う
と
の
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
。
右
派
と
左

派
の
論
戦
（
右
派
は
、
ア
ト
リ
ー
の
力
を
借
り
る
た
め
、
よ
ん

だ
よ
う
で
し
て
）
は
、
国
際
的
に
も
、
相
戦
っ
て
参
り
ま
し
た

関
係
上
、
私
も
一
行
に
加
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
ほ
ん
と
う
は
、
行
き
た
く
な
い
の
で
す
が
、
明
十
九
日
、

長
老
会
議
で
相
談
の
上
、
き
め
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　

一
行
は
、
七
、
八
名
位
、
つ
い
て
は
、
あ
な
た
に
、
一
行
の

顧
問
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
ア
ト
リ
ー
に
対
抗
す
る
陣
営
を

つ
く
る
よ
う
い
た
し
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
が
行
か
な
け
れ
ば
和
田
君
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
旅
券
は
、
シ
ャ
ム
ま
で
二
、
三
日
中
に
交
付
に
な

る
由
（
外
務
省
の
伝
）、
こ
れ
を
ラ
ン
グ
ー
ン
ま
で
、
の
ば
し
て

い
た
だ
き
、
更
ら
に
、
一
行
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
イ
ン
ド
に

行
き
、
一
月
の
党
大
会
ま
で
に
帰
国
す
る
予
定
（
出
発
は
十
二

月
二
五
日
頃
）

　

都
合
に
よ
れ
ば
、
二
、
三
名
を
、
ア
ラ
ブ
方
面
へ
、
派
遣
し

た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
草
々
は
拝
眉
の
上
に
、
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

御
上
京
を
お
ま
ち
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
日　

鈴
木
茂
三
郎

　

松
本
大
兄

　

一
九
五
一
年
六
月
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
社
会
主
義
イ

ン
タ
ー
の
創
立
大
会
が
開
か
れ
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
、
西
ド
イ
ツ

社
会
民
主
党
な
ど
西
欧
社
会
民
主
主
義
政
党
と
と
も
に
日
本
社
会

党
も
参
加
し
た
が
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
・
中
東
で
の
民
族
運
動
の

高
揚
を
背
景
に
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
内
で
、
再
軍
備
と
植
民
地

主
義
に
加
担
す
る
西
欧
諸
国
の
社
会
党
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
た
。

日
本
国
内
で
も
、
同
年
一
〇
月
、
対
日
講
和
・
安
保
両
条
約
の
批

准
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
社
会
党
が
右
派
社
会
党
（
浅
沼
稲
次
郎
書

記
長
）
と
左
派
社
会
党
（
鈴
木
茂
三
郎
委
員
長
）
に
分
裂
。
第
一

回
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
は
、
一
九
五
三
年
一
月
六
日
か
ら
一
五
日

ま
で
、
左
右
両
日
本
社
会
党
の
ほ
か
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
社
会
党
、
全
マ
レ
ー
労
働
党
な
ど
が

参
加
し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
主
義
政
党
の
連
帯
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
左
派
社
会
党
か
ら
は
、
鈴
木
茂
三
郎

委
員
長
、
松
本
治
一
郎
最
高
顧
問
、
高
野
実
総
評
事
務
局
長
、
田

中
織
之
進
ら
が
参
加
、
右
派
社
会
党
か
ら
は
、
松
岡
駒
吉
団
長
、



68

田
原
春
次
ら
が
参
加
し
た
。
左
派
社
会
党
は
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
と

外
国
軍
隊
の
引
揚
げ
、
ア
ジ
ア
経
済
会
議
に
よ
る
自
立
体
制
と
ア

ジ
ア
の
解
放
、
日
本
再
軍
備
反
対
を
含
む
世
界
平
和
の
た
め
の
行

動
方
針
、
ア
ジ
ア
社
会
党
の
独
自
性
な
ど
を
掲
げ
、
右
派
と
の
論

争
に
論
陣
を
は
っ
た
。
会
議
は
、「
社
会
主
義
の
目
的
と
原
則
に

か
ん
す
る
決
議
」「
ア
ジ
ア
経
済
開
発
に
か
ん
す
る
決
議
」「
植
民

地
に
お
け
る
自
由
獲
得
運
動
」「
ア
ジ
ア
と
世
界
平
和
に
か
ん
す

る
決
議
」
を
採
択
、
ア
ジ
ア
経
済
会
議
の
開
催
が
決
め
ら
れ
た
。

　

第
一
回
ア
ジ
ア
社
会
党
会
議
終
了
後
、
イ
ン
ド
を
訪
問
し
た
松

本
は
、
ネ
ル
ー
首
相
、
被
差
別
カ
ー
ス
ト
解
放
運
動
指
導
者
・
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
ら
と
会
談
し
、
親
し
く
語
り
あ
っ
た
。

　

一
九
五
五
年
に
は
、
四
月
六
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
ア
ジ
ア
一
五

カ
国
代
表
が
参
加
し
て
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
ア
ジ
ア
諸

国
会
議
が
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
は
松
本
を
団
長
に
各
界
の
代
表

が
参
加
し
た
。
会
議
で
は
、「
平
和
五
原
則
」
の
全
面
的
支
持
、

大
量
破
壊
兵
器
の
禁
止
、
軍
事
同
盟
・
軍
事
条
約
・
軍
事
基
地
反

対
、
イ
ン
ド
シ
ナ
休
戦
に
か
ん
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
協
定
の
完
全
実

施
、
台
湾
、
ゴ
ア
、
西
イ
リ
ア
ン
、
沖
縄
の
祖
国
復
帰
、
中
国
の

国
連
に
お
け
る
代
表
権
の
回
復
な
ど
を
決
議
、
ア
ジ
ア
諸
国
人
民

が
共
同
行
動
を
と
る
た
め
、
各
国
に
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会
を
つ
く

る
こ
と
を
決
め
た
。
松
本
は
、
日
本
代
表
団
を
代
表
し
て
報
告
を

お
こ
な
っ
た
が
、
そ
の
報
告
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
部
落
解
放

全
国
委
員
会
か
ら
は
、
朝
田
善
之
助
が
参
加
し
、「
日
本
に
お
け

る
封
建
的
身
分
差
別
と
部
落
民
の
斗
い
」に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、

部
落
差
別
を
ア
ジ
ア
共
通
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
う
た

め
働
き
か
け
た
。

　

ひ
き
つ
づ
い
て
、
四
月
一
八
日
か
ら
二
四
日
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
バ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
一
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

（
バ
ン
ド
ン
会
議
）
は
、
史
上
初
め
て
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近

東
二
九
カ
国
の
政
府
首
脳
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
、
周
恩
来
、
ネ
ル

ー
、
ス
カ
ル
ノ
、
ナ
セ
ル
ら
は
、
反
帝
、
反
植
民
地
主
義
、
平
和

擁
護
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
団
結
を
内
容
と
す
る
「
バ
ン
ド
ン

一
〇
原
則
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
会
議
に
も
松
本
は
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

　

同
年
一
〇
月
三
一
日
に
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
の
決
定
に
も
と

づ
い
て
、
東
京
神
田
の
如
水
会
館
で「
日
本
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会
」

の
創
立
総
会
が
開
か
れ
、「
ア
ジ
ア
諸
国
会
議
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
会
議
で
表
明
さ
れ
た
決
意
を
心
と
し
、
そ
の
崇
高
な
使
命
に

む
か
っ
て
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
民
の
共
同
事
業
を
推
進
す

る
」
と
の
「
創
立
総
会
の
こ
と
ば
」
を
発
表
、
理
事
長
に
長
野
国

助
・
元
日
本
弁
護
士
会
会
長
を
、
代
表
委
員
に
松
本
の
ほ
か
北
村

徳
太
郎
、
楢
橋
渡
、
風
見
章
ら
一
六
名
を
選
出
し
た
。

　

バ
ン
ド
ン
会
議
の
後
、
松
本
は
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
を
回
り
、
帰
国
し
た
。
五
月
五
日
、
パ
リ
で
は
「
人
種
差
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別
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
反
対
す
る
国
際
連
盟
」（
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
の

バ
ー
ナ
ー
ド
・
ル
カ
ッ
シ
ュ
会
長
と
会
い
、
人
種
・
民
族
差
別
撤

廃
運
動
を
ア
ジ
ア
全
体
に
も
広
げ
る
た
め
に
、
連
盟
の
ア
ジ
ア
の

本
部
を
東
京
に
お
き
松
本
が
責
任
者
と
な
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

松
本
は
、
翌
一
九
五
六
年
三
月
一
七
・
一
八
日
、
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
「
人
種
差
別
と
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
反
対
す
る
国
際
連
盟
」

の
大
会
に
招
待
さ
れ
日
本
代
表
と
し
て
出
席
、
大
会
に
送
っ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
残
っ

て
い
る
）。
そ
し
て
、
五
四
年
に
東
京
で
運
命
の
出
会
い
を
し
た

ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
に
再
会
。
こ
の
間
、「
人
種
主
義
に

反
対
し
諸
民
族
の
友
好
を
め
ざ
す
運
動
」（
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｐ
）
の
「
権

利
と
自
由
」
編
集
長
・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
レ
ビ
ィ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
答
え
た
（
ア
ル
ベ
ー
ル
・
レ
ビ
ィ
ー
は
一
九
八
八
年
一
月
反
差

別
国
際
運
動
が
設
立
さ
れ
た
際
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｐ
事
務
局
長
と
し
て
理
事
に

加
わ
っ
た
）。
大
会
後
は
、
北
ア
フ
リ
カ
、
中
東
を
訪
問
、
そ
の

報
告
が
『
西
欧
・
ア
フ
リ
カ
・
中
東
を
め
ぐ
り
て―
民
族
解
放
の

い
ぶ
き
』（
松
本
治
一
郎
著
、
解
放
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
）
と
し
て

出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
松
本
は
「
私
が
、
こ
の
同
盟
の
大
会
に
出

席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
直
接
の
動
機
は
、
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ベ
ー

カ
ー
女
史
が
来
日
し
た
折
、
彼
女
と
会
見
し
、
彼
女
の
小
麦
色
の

肌
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
た
被
差
別
人
種
と
し
て
の
苦
し
み
を
見
、
同

時
に
こ
の
よ
う
な
、
不
当
な
差
別
を
世
界
か
ら
と
り
の
ぞ
く
た
め

に
、
最
後
の
血
の
一
滴
ま
で
も
、
さ
さ
げ
よ
う
と
い
う
決
意
を
き

い
て
、
強
く
共
感
を
お
ぼ
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ジ
ョ
セ
フ

ィ
ン
・
ベ
ー
カ
ー
の
苦
し
み
と
決
意
は
、
そ
の
ま
ま
、
日
本
で
被

差
別
者
と
し
て
の
苦
し
み
を
、
身
を
も
っ
て
経
験
し
、
そ
の
よ
う

な
差
別
を
な
く
す
た
め
に
三
十
数
年
斗
っ
て
き
た
私
の
苦
し
み
で

あ
り
、
決
意
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
は
喜
ん
で
彼
女
に
協
力
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
て
か

ら
の
ち
も
、
た
え
ず
音
信
を
よ
せ
、
私
が
こ
の
同
盟
の
中
央
委
員

に
え
ら
ば
れ
た
こ
と
や
、
ア
ジ
ア
に
こ
の
同
盟
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
、
私
に
そ
の
責
任
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
ど
と

い
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
つ
ど
連
絡
し
て
き
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

大
会
後
、
独
立
の
歓
び
に
わ
く
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
国
賓
と
し
て
制

憲
議
会
に
出
席
、
八
年
間
に
わ
た
っ
て
独
立
運
動
を
闘
っ
た
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
完
全
独
立
を
め
ざ
す
モ
ロ
ッ
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
レ
バ

ノ
ン
、
南
ベ
ト
ナ
ム
で
独
立
の
息
吹
に
ふ
れ
帰
国
し
た
。
松
本
は

「
人
種
・
民
族
・
身
分
的
差
別
の
て
っ
ぱ
い
は
、
排
他
的
な
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
ち
い
る
の
で
は
な
く
、
平
和
・
民
主
主
義
・
独

立
を
め
ざ
す
斗
い
と
し
て
、
世
界
的
な
連
帯
を
強
化
し
、
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
」と
述
べ
て
い
る
。




